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令和 8年度予算見積調書 課室名:

説明事業

畜産安全課
担当名: 畜産振興担当

内線: 4193 (単位：千円)
会計

P38 畜産振興対策事業 一般会
計

農林水
産業費

畜産業
費

項
畜産振興費 畜産経営改善対策費

番号 事業名

事 業
期 間

平成27年度～ 根 拠
法 令

家畜改良増殖法第2条、酪肉振興法第2条の3、養豚農業振興
法第4条～9条、養鶏振興法第18条

款

針路 12
分野施策 1202

１　事業の概要 ５　事業説明

SDGsｺﾞｰﾙ
SDGsﾀｰｹﾞｯﾄ

2
2-4

　畜産農家の畜産クラスター事業への参加や乳用牛の疾
病対策、関東ホルスタイン共進会への支援、凍結精液人
工授精技術等を活用した養豚振興対策及び自給飼料利用
促進のための支援、優良繁殖雌牛の増頭等を総合的に行
うことで、本県畜産の競争力の強化を図る。
　
　ア　畜産総合対策事業　　　　 　　       176千円
　イ　酪農振興対策事業　　　　　        1,263千円
　ウ　養豚振興対策事業　　　　　        2,852千円
　エ　自給飼料利用促進事業　　　        1,731千円
　オ　養豚収益力向上対策事業　　 　　　 2,313千円
　カ　秩父高原牧場優良繁殖雌牛増頭事業　2,940千円

（１）事業内容
　　ア　畜産総合対策事業　　   176千円　クラスター協議会の指導等を行う。
　　イ　酪農振興対策事業     1,263千円　酪農の生産性阻害要因の牛伝染性リンパ腫や乳房炎等の早期清浄化で経営
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　安定を図る。
　　ウ　養豚振興対策事業　   2,852千円　凍結精液人工授精技術や凍結受精卵作成技術等を活用した生産性向上やブ
                                      ランド豚の保護等により養豚経営の安定を図る。
    エ　自給飼料利用促進事業 1,731千円　県内畜産農家の自給飼料生産及び利用を促進するためのに耕種農家とのマッ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　チングや飼料作物作付けに対する補助を行う。
　　オ　養豚収益力向上対策事業
　　　　　　　　　　　　　   2,313千円　オレイン酸に着目し高付加価値販売が可能な豚肉生産技術の実用化の取組
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　を実施する。
　　カ　秩父高原牧場優良繁殖雌牛増頭事業
　　　　　　　　　　　　  　 2,940千円　秩父高原牧場繁殖雌牛のゲノミック評価や候補牛受精卵移植による優良繁殖
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　雌牛の増産を図る。

（２）事業計画
　　ア　畜産総合対策事業　平成27年度～　　　令和8年度　畜産クラスター協議会の指導及び畜産経営分析の実施
　　イ　酪農振興対策事業　平成29年度～　　　令和8年度　牛伝染性リンパ腫及び乳房炎の検査及び指導
　　ウ　養豚振興対策事業　平成28年度～　　　令和8年度　凍結精液人工授精技術の実用化及び農家への普及・定着並
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 びに凍結授精卵の作成
　　エ　自給飼料利用促進事業　平成29年度～　令和8年度　自給飼料利用の推進
　　オ　養豚収益力向上対策事業　令和6年度～ 令和8年度　高オレイン酸豚の生産技術に関する研究の実施
　　カ　秩父高原牧場優良繁殖雌牛増頭事業
　　　　　　　　　　　　　　　　令和3年度～ 令和8年度　秩父高原牧場で飼育する繁殖雌牛のゲノミック評価や牛伝
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 染性リンパ腫検査の実施と候補牛受精卵移植の実施、優良繁
                                                     殖雌牛の増産。優良繁殖雌牛から生産した受精卵又は子牛を
                                                     県内農家へ供給

２　事業主体及び負担区分
(県10/10)

３　地方財政措置の状況
普通交付税(単位費用)(区分)農業行政費(細目)生産流通
振興費(細節)畜産振興費

４　事業費に係る人件費、組織の新設、改廃及び増員
9,500千円×9人=85,500千円

予算額
財　　源　　内　　訳

一般財源
前年との

対比

決定額 11,275

前年額 12,574 12,574

― 農林部 38 ―

儲かる農林業の推進

11,275 △1,299

強みを生かした収益力のある農業の確立



 

事業名

単位事業名 予算額 176千円

　
○歳入 （単位：千円）

款・節 当初予算額 対前年度増減額

一般財源 176 0

合計 176 0

　
○歳出 （単位：千円）

節 当初予算額 対前年度増減額

旅費 37 0 県内旅費

需用費 116 0 事務用品、資料印刷費、立入用経費(資材、医薬材料費、燃料代)

役務費 23 0 郵券、電話代

合計 176 0

単位事業名 予算額 1,263千円

　
○歳入 （単位：千円）

款・節 当初予算額 対前年度増減額

一般財源 1,263 △1,209

　

主な内容

事業内訳書

畜産振興対策事業

畜産総合対策事業

主な内容

主な内容

酪農振興対策事業



 

 

単位事業名 予算額 1,263千円

　
 （単位：千円）

款・節 当初予算額 対前年度増減額

合計 1,263 △1,209

　
○歳出 （単位：千円）

節 当初予算額 対前年度増減額

旅費 389 △259 県内旅費、関東ホルスタイン共進会(神奈川県)旅費

需用費 451 0 事務用品、資料印刷費、職員研修用経費(資材費、医薬材料費)

役務費 23 0 郵券

負担金、補助及び交付金 400 △950 関東ホルスタイン共進会負担金

合計 1,263 △1,209

単位事業名 予算額 2,852千円

　
○歳入 （単位：千円）

款・節 当初予算額 対前年度増減額

一般財源 2,852 △36

　

主な内容

酪農振興対策事業

主な内容

主な内容

養豚振興対策事業



 

 

単位事業名 予算額 2,852千円

　
 （単位：千円）

款・節 当初予算額 対前年度増減額

合計 2,852 △36

　
○歳出 （単位：千円）

節 当初予算額 対前年度増減額

旅費 41 0 県内旅費

需用費 1,584 △1,026 凍結受精卵作成用経費(消耗品、修繕費、医薬材料費)、資料印刷費

役務費 237 0 郵券、種豚登録料、凍結受精卵作成用種豚登記料

備品購入費 990 990 超音波画像診断装置購入費

合計 2,852 △36

単位事業名 予算額 1,731千円

　
○歳入 （単位：千円）

款・節 当初予算額 対前年度増減額

一般財源 1,731 △33

　

主な内容

養豚振興対策事業

主な内容

主な内容

自給飼料利用促進事業



 

 

単位事業名 予算額 1,731千円

　
 （単位：千円）

款・節 当初予算額 対前年度増減額

合計 1,731 △33

　
○歳出 （単位：千円）

節 当初予算額 対前年度増減額

需用費 10 △17 資料印刷費

役務費 6 △16 郵券

負担金、補助及び交付金 1,715 0 飼料生産に対する補助

合計 1,731 △33

単位事業名 予算額 2,313千円

　
○歳入 （単位：千円）

款・節 当初予算額 対前年度増減額

一般財源 2,313 △21

合計 2,313 △21

　

主な内容

自給飼料利用促進事業

主な内容

主な内容

養豚収益力向上対策事業



 

 

単位事業名 予算額 2,313千円

　
○歳出 （単位：千円）

節 当初予算額 対前年度増減額

旅費 20 0 県内旅費

需用費 1,773 △1 調査検査用経費(消耗品、燃料代、飼料費、医薬材料費)

役務費 520 △20 郵券、検体送料

合計 2,313 △21

単位事業名 予算額 2,940千円

　
○歳入 （単位：千円）

款・節 当初予算額 対前年度増減額

一般財源 2,940 0

合計 2,940 0

　
○歳出 （単位：千円）

節 当初予算額 対前年度増減額

需用費 2,161 0 検体運搬用資材費、受精卵移植用資材費、ワクチン等衛生対策資材
費、受精卵作成用資材費

　

主な内容

養豚収益力向上対策事業

主な内容

秩父高原牧場優良繁殖雌牛増産事業

主な内容



 

 

単位事業名 予算額 2,940千円

　
 （単位：千円）

節 当初予算額 対前年度増減額

役務費 779 0 ゲノミック評価等検査費

合計 2,940 0

秩父高原牧場優良繁殖雌牛増産事業

主な内容


